
　

昨
年
11
月
に
公
明
党
市
議
団
は
山
中
横
浜
市
長
に
対
し
「
物

価
高
騰
か
ら
市
民
生
活
を
守
る
た
め
の
緊
急
要
望
書
」
を
提
出

し
、
補
正
予
算
に「
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
」事
業
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。支
援
を
必
要
と
す
る
方
に
、滞
り
な
く
確
実
に
給

付
金
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
支
援
か
ら
漏
れ
る
方
が
い
な
い
よ
う
周
知
に
取
組
む
べ
き

と
主
張
し
ま
し
た
。　

市
長
か
ら
は
、
対
象
と
な
る
方
々
に
広

報
よ
こ
は
ま
や
地
域
情
報
誌
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
、S
N
S
、ラ
ジ
オ
、テ
レ
ビ
を
活

用
し
て
広
報
を
行
う
こ
と
や
、
チ
ラ
シ
の

作
成
、
専
用
窓
口
の
設
置
な
ど
を
行
い
情

報
が
届
く
よ
う
周
知
に
努
め
る
と
の
考

え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

または、045-232-7119 年中無休／24時間対応

急な病気やけがで、救急車を
呼ぶか、医療機関を受診する
か迷ったら…

●横浜・公明党発！ 救急電話相談「＃７１１９」が神奈川県全県下で対応可能に●

★電話で相談 #7119
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横浜市会議員〔港北区選出〕

望月やすひろ
も　ち　づ　き

令和6年 第1回定例会における論戦より

防災・減災・復興を政治の主流に！防災・減災・復興を政治の主流に！

　公明党は、「防災・減災・
復興を政治の主流に」と提
唱し、自然災害から市民の
生命と財産を守り抜くこと
を、政治の最重要課題とし
て取組んできました。
　元日の能登半島地震を
踏まえて、横浜での大地震

に対する今後の防災対策の方向性などについて、
山中市長に見解を求めました。
　市長からは、「建物やライフライン等の耐震化、地
震火災対策、自助・共助の浸透、地域防災拠点の環
境等のハード・ソフト両面からの対策の一層の推
進とともに、能登半島地震で顕在化した避難の長期
化や、上瀬谷での広域応援活動拠点の具体化などの
災害への対応力の強化を検討し、新たな地震防災戦
略に反映していく」との見解が示されました。

　公明党は、現在１時間 500 円である謝金の
基準の改善を訴え続け、6 年度から 1 時間
1,000 円へ引き上げられました。支援員は、常
に大人の見守りが必要な児童・生徒にとって欠
かせない存 在であり、
年々高まる学習や行動面
に対するニーズに対応し、
さらなる担い
手の確保を推
進します。

■新たな地震防災戦略に反映

特別支援教育支援員の
謝金単価を引上げへ！

児童手当の大幅な拡充がカタチに！
公明党が、創設・拡充を一貫してリードしてきた児童手当が、
いよいよ１０月から抜本的に拡充されます。

予算代表質疑で、斉藤伸一公明党市
議団団長が市政の重要課題につい
て山中市長らの見解をただしました。

「地震防災対策 強化パッケージ」に、
公明党の提案が随所に実現！

《児童手当の拡充へ  公明党の歩み》

   ★地震等による電気火災抑制に有効な
　　 感震ブレーカー設置加速へ！
　　　　 設置補助対象を、市内全域へ拡大！

1963年　児童手当の新設を掲げる
1972年　制度創設。第3子以降に月額3000円
1986年　第2子以降に拡大
1992年　第1子まで拡大
2000年　義務教育修学前まで拡大
2004年　小学校3年生修了前まで拡大
2006年　小学校修了前まで拡大。所得制限を緩和
2010年　中学校修了前まで拡大
2012年　新たな児童手当（右表）

●対象：高校修了前まで
●所得制限：撤廃（一律支給）
●第3子以降：3万円

2024年10月
～大幅拡充！

★横浜市対象者：約35万人＋約13万人（新規）

対象児童　　　　     手当月額

中学校
修了前
まで

3歳未満…1万5000円
3歳～小学校修了…1万円
  ●第1子、第2子…1万円
  ●第3子以降…1万5000円
中学生…1万円
所得制限以上…5000円

令和６
年度

予算成立

　

横
浜
市
で
は
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、障
害
の
あ
る
方
に
対

し
て
外
出
の
付
き
添
い
を
行
う
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
、

平
成
3
年
か
ら
行
い
大
勢
の
障
害
者
の
外
出
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
質
疑
で
、
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
※
奨
励
金
単
価
を

増
額
す
る
狙
い
に
つ
い
て
伺
い
、
市
長
か
ら
は
「
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
利
用
実
績
が
年
々
増
加
し
て
い
る
中
、
担
い
手
確
保
は

重
要
な
課
題
で
、
単
価
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
で
活

躍
し
て
い
る
人
々
を
後
押
し
し
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
、

そ
し
て
障
害
の
あ
る
人
々
の
外
出
を
し
っ
か
り
支
え
て
い
き
ま

す
」と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

※
奨
励
金
単
価

:

一回
あ
た
り
5
0
0
円（
現
行
）か
ら

　
1
0
0
0
円（
令
和
6
年
度
）へ
増
額

障
害
が
あ
る
方
へ
の
支
援

　

横
浜
市
で
は
公
明
党
が
主
導
し
令
和
元
年
１２ 
月
よ
り
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
皆

さ
ま
へ
の
支
援
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。総
合
審
査
で
は
、
誰
も
が
差

別
的
な
扱
い
を
さ
れ
ず
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
さ
ら
に
理

解
が
広
が
る
取
組
を
求
め
ま
し
た
。

　

副
市
長
よ
り
、こ
れ
ま
で
に
４
１
５
組
の
方
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
を
利
用
し
、
４
月
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
導
入

し
、
利
便
性
の
向
上
や
待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
る
旨
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
支
援
の
充
実

予
算
関
連
質
疑

議
案
関
連
質
疑

　

医
療
人
材
な
ど
の
医
療
資
源
が
限
ら
れ
、「
医
師
の
働
き
方
改

革
」の
影
響
も
あ
る
中
、
新
た
に
医
療
機
関
と
協
定
を
締
結
す
る

高
齢
者
施
設
も
出
る
と
考
え
、
高
齢
者
施
設
と
医
療
機
関
が
連

携
を
進
め
る
上
で
の
課
題
は
何

か
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、

見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
入
所
者
の
健
康
状
態

の
共
有
や
、
病
状
に
応
じ
た
複
数

の
医
療
機
関
と
の
協
力
な
ど
に
つ

い
て
、
十
分
連
携
で
き
て
い
な
い

施
設
も
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今

回
の
条
例
改
正
を
機
に
、
日
頃
か

ら
地
域
の
様
々
な
医
療
機
関
と
の

関
係
づ
く
り
を
進
め
、
入
所
者
に

関
す
る
情
報
を
共
有
す
る
機
会
を

設
け
る
よ
う
に
高
齢
者
施
設
に
働

き
か
け
る
と
答
え
ま
し
た
。

高
齢
者
施
設
と
医
療
機
関
の
連
携
課
題
と
対
応
に
つ
い
て

議
案
関
連
質
疑（
追
加
議
案
）

総
合
審
査

価
格
高
騰
緊
急
支
援
を
滞
り
な
く




